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2005 年 11 月 20 日（日）、茨城県のミュ
ージアムパーク茨城県自然博物館内セミナー

ハウスを会場に、標記の研究集会を開催しま

した。テーマは「天文教育普及活動の 20年、
そしてこれからの 20 年」です。天文教育普
及活動のこれまでの 20 年を振り返り、今後
の 20年を展望しようというもので、2006年
の夏に予定している天文教育研究会・天文教

育普及研究会年会で予定しているテーマと同

じものです。同時に、1998年のしし座流星群
以来活動を続けている Astro-HS についても、
同様にこれまでを振り返ってみようというこ

と で 、 高 校 生 天 体 観 測 ネ ッ ト ワ ー ク

（Astro-HS）の関東地区集会を兼ねるものと
しました。 
 基調講演は、天文教育普及研究会の第二期

会長であった東京学芸大学の水野氏と、

Astro-HS の立ち上げ以来常に中心になって
活動してこられた埼玉県立春日部女子高校の

鈴木文二氏にお願いしました。参加者は約 25
名で、中には静岡や、さらに遠いところでは

京都や和歌山から参加していただいた方もい

らっしゃいました（図 1）。研究会の後の懇
親会にもほとんどの方が参加し、さらに議論

が続きました。 
 プログラムおよび研究会の簡単な報告を以

下に記します。 
 
■プログラム 

１ 基調講演（25分×2本） 
(1)「天文教育普及研究会・これまでの 20
年とこれからの 20年」 
      水野孝雄(東京学芸大学) 

(2)「Astro-HSで何ができたのか」 
    鈴木文二（埼玉県立春日部女子高校） 
２ 研究発表（8分×5本） 

(1)「小・中学校の教科書から見る天体の学
習 30年の変遷」 

    大島 修（群馬県総合教育センター） 
(2)「PAONETの成果と今後の展望」 
      尾久土正己（和歌山大学） 

(3)「プラネタリウムを振り返る」 
      根本しおみ(川口市立科学館) 

(4)「天文教育と科学的素養」 
      五島正光（巣鴨中学高校） 

(5)「天プラの目指す『これからの 20年』」 
    塚田 健（東京学芸大学、 
   天文学とプラネタリウム） 

※ポスター発表「科学を出前！サイエンス

ステーションの事業紹介」 
       金井陽子（NPO法人  

サイエンスステーション） 
３ 討論（40分） 図 1 研究会参加者の皆さん 




